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北陸地整からの情報提供(今年度の担い手確保にかかる取組と課題について)  

 

【今年度の取組】 

・北陸地方整備局においては、新型コロナウイルス感染症対策を十分に実施した上で、９つの事務

所でインターンシップを実施している。 

 （希望のあった学校側より中止の連絡があり、１つの事務所で取り消しあり） 

 

・野外業務説明会（一般職試験受験予定者（大卒程度を対象として））を実施。 

 

・各事務所において、産・学・官の三者が協力し高校や高等専門学校と、現場見学会を実施してい

る。 

 

・建政部では、建設業出前講座を実施している。 

 

・建築・理工学向けの業務説明会を実施 

 

・Web 業務説明会を実施 

 

・例年、８～９月頃、現場見学会と座学（仕事講座）、翌２月に就職お助け講座を、建設業協会青年

部と地域振興局、高田河国が連携して実施している。 

 

・実施後の生徒からのアンケートを確認すると、「参考になった」、「見学会に参加してイメージで

きた」、「実際に仕事をしている人達から説明を受けてわかりやすかった」といった好印象な意見

を得ており、生徒達の「建設業への興味」も９月（現場見学会）から２月（就職お助け講座）に

はポイントがアップしていることから、担い手確保 ・育成には有効な取り組みと考えている。 
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【課題】 ※新潟県内の事務所より意見聴取 

・体験学習、イベント等での装置利用における新型コロナウイルス感染症対策 

１．器具等の消毒 

・使用する器具、体験装置は、体験の都度消毒をする必要がある。 

・消毒作業に要する人員の確保をする必要がある。 

２．三密を避ける運営 

 ・体験者の間隔を適切に確保する必要があることから、１回あたりの体験人数を減らす必要

がある。 

 ３．感染発生後の対応 

   ・イベント等において感染が発生した場合に、装置の利用者を特定できない。 

 

・次世代を担う子供たちに興味をもってもらうため、「現場見学会」への子育て世代の参加を増や

していくことも大切。 

 → 毎年小学校の夏休みのタイミングで実施していた「北陸地方整備局見学デー」は、新型コロナ

ウイルスに関連し小学校等の夏休みが短くなったこと及び新型コロナウイルス感染症対策と

熱中症対策の両立が難しかったことなどから開催が出来なかった。 

 

 

・担い手確保・育成のためには、事前に学校側と調整し実技も行える時間を確保し、実際に体験し

てもらい、より将来の就職先の参考となるようなものを取り入れることも必要と感じている（半 

日程度の現場見学では、土木の魅力を十分に伝えられない）。 

 

 

・学校側からは、キャリア教育のため、「ものづくりの現場見学会」のニーズがあり、主催者側とし

ても対象年齢に応じた内容となるよう工夫している。特に専門的な話は、身近な地域と関連づけ

ることが興味を持たせるうえで重要と感じている。 

 

 

・今年度は、新型コロナウイルスの影響で、例年実施できていたものが取り止めになったり、規模

縮小について懸念されている。 

現在、６月末時点で実施を予定していたものなどについて、未だ実施の見通しが立っていないも

のもある。 

特に、現場見学会等については、実際の現場を生で見なければ仕事のスケール感が伝わらず、現

場従事者の生の声も聞けないため、ＷＥＢ見学会ではなかなか魅力が伝わらないと思われる。 

今後も、本取り組みを継続していくため、学校の意向を確認しつつ、実施の可否を見極めていき

たい。 
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【機密性２情報】 

＜TV　7件>

放送日 報道機関 放送時間

令和2年9月8日(火） NHK新潟放送局 2分

令和2年9月8日(火） NHK新潟放送局 2分

令和2年9月8日(火） TeNY 2分

令和2年9月8日(火） UX 2分

令和2年9月8日(火） BSN 2分

令和2年9月8日(火） NST 2分

令和2年9月9日(水） NHK(全国) 1分

<新聞　2件>

掲載日 報道機関

令和2年9月9日(水） 毎日新聞

令和2年9月10日(木）新潟日報

<ネットニュース　13件>　

掲載日

令和2年9月8日(火） NHK 新潟 NEWS WEB

令和2年9月8日(火） NST　新潟県内ニュース

令和2年9月8日(火） TeNY ニュース

令和2年9月8日(火） にいがた経済新聞

令和2年9月8日(火） YAHOO！ニュース　NST

令和2年9月9日(水） NHK　NEWS　WEB

令和2年9月9日(水） 日テレNEWS24

令和2年9月9日(水） FNNプライムオンライン

令和2年9月9日(水） YAHOO！ニュース　TeNY

令和2年9月9日(水） YAHOO！ニュース　毎日新聞

令和2年9月9日(水） YouTube　にいがた経済新聞

令和2年9月9日(水） 新潟日報モア

令和2年9月9日(水） 毎日新聞

北 陸 技 術 事 務 所
令和2年 9月 10日 現在

新潟ニュース610

ニュース845

降雨体験装置を用いた防災啓発活動（関川小学校）　マスコミ報道状況

報道機関

番組名

夕方ワイド　新潟一番

スーパーJにいがた

BSNニュース　ゆうなび

Newsタッチ

NHKニュースおはよう日本

令和2年9月10日（木）

新潟日報 地域14面

令和2年9月9日（火）

YAHOO！ニュース 毎日新聞

令和2年9月8日（火）

NHK 新潟ﾆｭｰｽ610
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